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教育・研究・診療を通し、
社会への恩返し 校是「正義‧友愛‧奉仕」

学生たちの行動がきっかけとなって
建学された大学(日本では本学が唯一)

社会の多大なる支援により
建学された大学 学祖 高橋琢也先生
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東京医科大学 3つの特徴
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1916年(大正5) 5月

日本医学専門学校
（現日本医科大学）
の学生約450名が
学校と対立し総退学

1916年9月11日

東京医学講習所開設

校舎は東京物理学校（現
東京理科大学）を借用

1918年4月11日

東京医学専門学校
設立

1946年(昭和21) 5月15日

東京医科大学設立

髙橋 琢也
森 林太郎
（森鷗外） 佐藤 進寺尾 亨

学生自ら医学校を創りたいという “ 学生の熱き意志”と、それに共鳴した
“学祖高橋琢也の全面的な支援”が

「東医」を創った。

初代校長 佐藤達次郎

初代学長 緒方知三郎

(大正7年4月～ 昭和18年11月)

(昭和18年12月～昭和27年5月)

東京医科大学 建学の歴史

学生が主導して設立した大学は日本唯一。
海外ではイタリアのボローニャ大学だけ。
（創立1088年）
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（東京医科大学ホームページ、https://www.tokyo-med.ac.jp/univ/spirit.html）

社会への恩返し

東京医科大学のミッション・使命

社会への恩返し
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事業内容

◆多様性・国際性・人間性を備えた医師・看護師の育成
本学は、1916年新宿の地で建学し、2016年に創立100周年を迎えました。
医学部には医学科と看護学科が、大学院には医学研究科（博士・修士）が
あり、2025年4月には看護学研究科（修士）が開設されました。医師・看
護師・研究者を育成、輩出しています。

◆新たな知見を追い求める研究活動
大学における医学分野の基礎研究及び医療の発展に欠かせない臨床研究を
行っています。

◆患者さんとともに歩む良質な医療の提供
関東広域に医療を展開し、３病院を有しています。西新宿にある大学病院
では良質で高度な最先端の医療の提供に取り組み、茨城・八王子では地域
医療に力を入れ、地域の福祉に貢献しております。

≪教育・研究・診療≫
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東京医科大学病院

（東京都新宿区西新宿）

◆医療と福祉の一体化の実現
・総合医療と救急医療の推進
・在宅介護支援センター併設
・訪問介護ステーション併設
・地域包括ケア病棟開設
・地域医療支援病院

◆地域医療と高度医療の融合
・第3次救命救急センター
・感染症指定医療機関
・がん診療連携拠点病院
・移植医療の推進
・地域医療支援病院

◆都心新宿で高度医療を提供
・特定機能病院
・災害拠点病院
・地下鉄丸ノ内線直結

東京医科大学

（東京都新宿区新宿）

八王子医療センター

（東京都八王子市舘町）

茨城医療センター

（茨城県稲敷郡阿見町）

上高地診療所

（長野県松本市）

◆上高地の地域医療と山岳医療
・東京医科大学病院の附属施設
・毎年、上高地の開山～閉山までの間開設
（4/27 ～ 11/15 ※前後することがある）

・東京医科大学の医師が交代で出張して診療

◆多様性・国際性・人間性を
備えた医師・看護師の育成

・医学部：医学科と看護学科
・大学院：医学研究科（博士・修士）

看護学研究科(修士)【2025年開設】

土地面積：94,280㎡
（東京ドーム2個分）
職員数：約１,４２０名

土地面積：95,579㎡
（東京ドーム2個分）
職員数：約９８０名

土地面積：25,316㎡
職員数：約３,３００名

土地面積：20,474㎡
職員数：約４６０名

【職員数（臨時職員含）総数 約６,１６０名】

（大正５年）

（昭和２年）

（昭和６年） （昭和２４年） （昭和５５年）

【東京ドーム土地面積46,755㎡】

東京医科大学の施設紹介
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業務内容の紹介
≪病院≫
■ 医療系 医療の現場がスムーズに業務を進められるようにサポートを行う
◇ 医事課：患者サービス全般、診療費請求事務
◇ 総合相談・支援：地域医療機関との連携・推進、医療相談
◇ 診療情報管理室：入院・外来診療録の管理

≪大学≫
■ 教務系 学生の学業・生活面等のサポートを行う
◇ 総合事務センター：カリキュラム編成や学籍管理、学校行事運営、教室・教育機器の管理

◇ アドミッションセンター：入試に関わる業務
◇ 医学・看護学教育推進センター：各種教育プログラムの運営、認証評価に関する業務

◇ 国際交流センター：大学間国際交流協定、留学生受入
◇ 図書館：貸出管理、電子ジャーナル管理、リファレンスサービス

■ 研究支援系 研究者をサポートし、大学の研究推進に関する業務を行う
◇ 研究支援課：公的研究費等の獲得及び管理、共同研究等の受入
◇ 研究推進センター：研究倫理に関すること、臨床研究審査委員会の運営

【医科大学の特徴的な業務】
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求める人材
➢自ら考え自発的に行動し、学び続ける方

➢コミュニケーション、チームワークを大切に
する姿勢のある方

➢医療人の育成を通し、社会に貢献することに
興味・関心のある方
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先輩職員の声をピックアップ
■本学に入職を決めた理由

＜参考＞就職先を選ぶ基準として最も大切にしていたこと

事業内容に共感、やりがいが多数

➢ 学生や患者をサポートし、誰かのために働きたいと思ったから。

➢ 医療の現場で最前線で働いている人たちの支えになりたかったから。

➢ 生活の基盤である病院、医療の現場や医療人を育てる現場を支えたいと
思ったから。また、使命や校是、ミッション魅力を覚えたから。

➢ 学校として医療従事者を輩出しているだけでなく、病院を経営し、地域に
も貢献している点に魅力を感じたからです。

➢ インターンシップに参加させていただいた際、この東京医科大学(大学病院)
で働いている方々と一緒に仕事をしてみたいと感じたからです。

➢ 職員の人柄の良さ

採用に関する
アンケートより



➢ 職場の雰囲気や、人柄がとても良いと思います。

➢ 地域に根付いている、人の温かさ

➢ 人や部署によるかもしれませんが、気さくで話しかけやすい人が多い。

➢ 色々な人がいるため自分の見たことのない世界をたくさん知ることができる。

➢ 働く業種が広いことです。

➢ 自分の周囲にいる上司や医師が穏やかであり、自分が真剣に仕事に向き合えば必ず

助けてくれるところ。

➢ 大学、病院関係なく東京医科大学の組織の一員として、全体で業務をしているところ。

➢ 一致団結力があるところ。誰かが困っていたり、患者対応で戸惑う場面でもすぐに手助けできる
人が多くいる。職員として、大人としてお手本となる人が多く在籍していること。

➢ 働いている方全員がやりがいをもって働かれているということと、政府や自治体と連携して対策
を進めていて、改めて基本方針である”正義・友愛・奉仕”を感じた。
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採用に関する
アンケートより

■働いてみてわかった本学の魅力

■働きやすさの声

➢ 職員の方々のほとんどが、わからないことあればなんでも聞いてほしいというスタンスなので、
相談などもしやすく、働きやすいと感じています。

➢ 上司の方との意見交換の場が多く、わからないことがあっても上司の方が優しく教えて下さるの
で知識を吸収することに集中できる環境だと思います。

➢ 分割休暇、有給休暇を消化しやすい職場環境だと思います。



本学の働き方をピックアップ
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12.3日

17.8年

平均勤続年数

年次有給休暇平均日数（年間）

平均残業時間

月16.7時間

育児休業取得者数（全職種）

■育児休暇の取得率は女性で100%、男性の取得率も45.1％と増加中です。

大学病院の敷地内に院内保育園があり
法人全体で働きやすい環境づくりに努めております。



新人研修時の様子
入職から３ヶ月を終えると、毎年
新人研修を行います。

➢ マナー研修
➢ 自校教育
➢ 大学キャンパス内の見学
➢ グループワーク 等

その他の研修としては…

内定者研修、SD研修、階層別研修、
管理職研修などがあります！
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職員研修会（SD研修）の様子

他施設見学や職員交流を深める内容を取り入れた集合研修を八王子
医療センターにて行いました。

対象者：入職1・2年目の事務職員
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参加者からは「いつも自分が勤務している施設と比較しながら施設見学ができ、新たな
発見ができた」「様々な施設の職員と交流することができ、とてもよい刺激を受けるこ

とができた」などの感想が寄せられました。



その他、本学の取組みを学長かわら版
にて発信しております！！ ぜひご覧ください♪
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たくさんのご応募お待ちしております！
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